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　令和４年寅年が始まりました。本年もよろしくお願い申し

上げます。

　新型コロナウイルス (SARS-Cov-２)との取組は３年目に

入りました。この年末年始の高知県における新型コロナウ

イルス感染状況はかなり落ち着いていましたが、大方の予

測通りに、オミクロン株の国内での急速な広がりが現実と

なってきました。この原稿を書いています松の内の時点で

は、高知県における新型コロナウイルス新規陽性者は１日

４、５名で、数名のオミクロン株陽性者が確認されている

段階です。しかし、この「ほげい船」が皆さんの手元に

届く頃には、感染力がデルタ株の３〜５倍とされているオミ

クロン株が主体となり、１日の療養者数が高知県での第５

波のピーク時の 744 人を超えている可能性があります。オ

ミクロン株はデルタ株と異なり、上気道が感染の主たる場

で、肺炎を生じて重症化する割合は低いと言われていま

すが、高齢者、合併症のある人、ワクチン未接種の方は

これまで通り注意が必要です。

　オミクロン株の流行が先行してみられている沖縄県等の

状況からは、医療従事者への感染や医療従事者が濃厚

接触者となる可能性がこれまでになく高まっています。その

結果、医療従事者における一時休職者の急増という、以

前の流行とは異なった要因による医療機関でのマンパワー

不足が大変危惧されます。実際に沖縄の複数の医療機

関において、当該要因により外来の一般診療等の提供を

制限せざるを得ない状況が生じています。

　沖縄、山口および広島県における今回の流行 ( いずれ

“第６波”と言われると思いますが ) の背景には、米軍基

地の存在と、基地内と日本国内での初期の水際対策への

認識の違いがあったわけですが、“郷に入れば、郷に従え”

といったルールの通用しない現実はとても残念な限りです。

　さて、当院は高知県の基準である病床確保フェーズ３

の段階より新型コロナウイルス陽性患者の入院受入れを開

始します（フェーズは０から５と緊急時に区分され、原則と

してフェーズ２の時点での県内確保病床 159 床の利用率

が 20% を超えた時点でフェーズ３に切り替わります）。当

院は県の要請に基づき、１月４日より受入病棟の準備を開

始し、１月７日には新型コロナウイルス専用病棟での受入

体制を完了しています。当院としては、従来の一般医療、

セーフティーネット医療および結核医療を可能な限り維持し

つつ、発熱外来や成人・小児への新型コロナワクチン接

種事業なども含めた新型コロナ関連医療に、職員一同で

知恵を絞り、協力して引き続き取り組んで行きます。

　当院は国立病院機構の病院として、また、高知家の医

療機関として、その使命と役割を果たして行きますので、

改めまして本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

NHO 高知病院　院長
先山　正二

令和４年を迎えて令和４年を迎えて
― オミクロン 株に対して職員皆で協力して取り組みます ―― オミクロン 株に対して職員皆で協力して取り組みます ―
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活性化推進委員会活性化推進委員会
活動について活動について

庶務班長
丸尾　芳光

　当院では、医療の質の向上と経営健全化のために、組織、職員個々が意識の改革と業務改善の実践により活性
化することを目的として、活性化推進委員会を毎月開催しております。　そして委員会の中では、待ち時間対策ＷＧ、
掲示物改善ＷＧ、接遇向上ＷＧ、ボランティアＷＧと４つのワ－キンググル－プがあり、それぞれ活動を行っております。　
今回ボランティアワ－キンググル－プの活動についてご紹介いたします。

【ホスピタルア－ト】
★ア－ツプロジェクト代表である

森 合音さんにご協力をお願い
し、いろいろとご指導をいただ
きながらスタ－トしました。

　手始めに１階北病棟前の壁
に下書き開始です。

　今後できるだけ多くの職員に
協力してもらい、本格的にペイ
ントしていく予定です。

【ことぶき公園】
★当院敷地内にある公園ですが、草や竹が茂って鬱蒼としていたため、多くの方 の々協力を得て見晴らしをよくしました。
　患者さまにとって憩いの場となりますように。

刈り込み前 刈り込み後
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【ピアノ演奏】
★クリスマス　ミニ演奏会として、

12月13日～12月24日まで、14時
と15時の2回に分けて10分程
度、毎日違う奏者がピアノ演奏
を行いました。

　ご興味を持っていただいた多く
の患者さまにも聞いていただきま
した。

【ロゴマ－クペイント】
★当院附属看護学校の学生のみなさんに、すごくきれ

いにペイントしていただきました。完成した時は感動
そのもので、学生さんたちには感謝です。

　コロナ禍で不安やストレスが続く中、患者さまやご家族さま、それから職員のみなさん、できるだけ多くの方 に々少しで
も癒しの空間を提供できればうれしいです。当院が地域の方々や患者さま、そして職員にやさしく、環境にもやさしい病
院であるためにいつもやさしい風が吹き続けることが大切であるという思いを込めて、今後も活動を続けてまいります。

ペイント前

ペイント後
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診 療 科 紹 介（ 産 科 ）
産科医長

滝川　稚也

　産婦人科と聞くと一般的には“お産”のイメージが
あるかと思われます。
　実際には大きく二つに分かれ、妊娠を扱う部門を産
科、妊娠以外の女性特有の疾患を扱う部門を婦人科
と分類しています。病院によっては乳がん検診も産婦
人科が担当する場合もありますが当院では乳腺外科と
いう部門があり分担をしております。

　当院は分娩を取り扱う産科だけではなく小児科と協
力して NICU( 新生児集中治療室 )を併設した周産
期総合病院として高幡地域、高知県の西の要となっ
ております。高知県は他の地方自治体と同様に少数
精鋭の産婦人科医・小児科医によって、クリニック、
高次の高知大学病院・高知医療センターなどとも緊密
に連携をとり周産期医療サービスの提供と維持がなさ
れております。

　高知県も少子化の波は強く最新の高知県による報
告では出生数は年間４,０００人程度、当院では、そ
のうち10 数％の分娩を担っております。少子化は悪い
ことばかりではなく、ABR 法による新生児聴覚スクリー
ニング、エジンバラ産後うつ病問診票を用いた産後２
週間検診、１ヶ月検診も助産師との協力のもと早期に
取り入れ実施するなど機動性を重視しています。エ
ジンバラ産後うつ病問診票を用いた産後２週間検診、
１ヶ月検診は 2021 年 1 年間で約 600 名に実施され
ております。全国標準の方法で実施されており、今ま
で見落とされがちだった産後の精神的な不調への対
応が、保健師などとも個人情報保護に配慮したルー

ルに基づき情報共有され早期の介入による支援形成
がなされております。全国標準の方法に基づいている
ため分娩後心身に不調をきたして、他府県より実家へ
戻ってきた方、逆に里帰り分娩をした後に現住所に帰
られる方に関しても正しく情報共有がなされ継続的な
支援ができる状況となっています。

　2020 年初頭から猛威を振るうコロナ感染に関しても
感染流行初期から高知県及び他病院とも協力して対
策をしております。感染を広げないための感染予防、
ワクチン啓発はもちろん通院中の妊婦さんが感染疑い
あるいは感染した場合でもスタッフを含めて手順の徹
底、機器の準備をしており感染妊婦の管理について
対応が行われております。

　分娩後に関しては助産師主体で育児技術の習得
はもちろん、バースコントロールなどの相談にも応じ、
産後の育児環境の快適化などの産後ケアのお手伝い
をしています。今後の少子化を睨み、より充実した対
応が望まれると考えております。対外的にも“ピルにゃ
ん”（https://pillnyan.jp/）などにも登録して周産期
管理と同様に、妊娠はもとより、望まない妊娠などが
起こらないために包括的性教育の情報発信もしており
ます。

　2021 年４月より木下宏実、滝川稚也に加え、甲斐
由佳、青木秀憲の２人の New Powerを迎え安定し
た医療サービスの提供を心がけております。
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認定看護師紹介認定看護師紹介
がん化学療法看護

認定看護師
福岡　美恵

　私はがん化学療法看護認定看護師として活動を
させていただいている福岡美恵と申します。主に外
来で勤務し、がん薬物療法ボトル交換研修やがん
化学療法専門看護研修に携わっております。
　がん化学療法看護分野における知識と技術の一
部に、「がん化学療法薬の安全な取り扱いと適切な
投与管理」があります。これらの内容をそれぞれの
研修内で学習に盛り込み、看護スタッフへの周知を
行い、病棟ラウンドで看護スタッフの投与管理の実
践状況を確認し継続的に関わるようにしています。
　近年、医療従事者が抗がん薬に曝露されている
ことが問題視されるようになっています。私が研修な
どを通し継続的にスタッフに関わる理由は抗がん薬
の安全な取り扱いを根拠に沿い理解実践することで
投与管理時・それ以外の場面で抗がん薬の曝露を
避けることにつながるからです。
　医療従事者が抗がん薬の取り扱いに注意するの
は少量でも長期曝露により発がん性、催奇形性、
生殖毒性、臓器毒性、遺伝毒性（染色体異常、
変異原性）の可能性が否定できないことにあります。
2014年厚生労働省労働基準局安全衛生部より「発
がん性等を有する化学物質を含有する抗がん剤等

に対するばく露防止対策ついて」の通知が発出され
ています。この中で、抗がん薬を取り扱う薬剤師や
看護師等が意図せず曝露した場合に健康障害を発
症する恐れがあること、必要な曝露防止対策が必
要であるとし、安全キャビネット設置、閉鎖式接続器
具等を活用、取り扱い時の個人防御具を徹底、取
り扱いに係る作業手順を策定し関係者に周知徹底
する等の曝露防止対策の取り組み促進が挙げられま
した。
　以降2015年「がん薬物療法における曝露対策合
同ガイドライン」が、日本臨床腫瘍学会、日本臨床
腫瘍薬学会、日本がん看護学会の3学会合同で策
定（最新版は「がん薬物療法における職業性曝露
対策ガイドライン2019年版　第2版」）されました。
　この中で抗がん薬の曝露対策には防御器具の使
用が重要であり、同様に調製や投与管理に関わる
全員が正しい手技をとるなどのマニュアル整備や教
育という組織管理的コントロールが重要であることも
いわれています。今後も研修や病棟ラウンドを通じ、
組織的な曝露対策の取り組みを推進していきたいと
思います。また副作用対策や疑問などございました
ら、いつでも声をかけていただきたいと思います。
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職員の異動職員の異動 10月２日付～１月１日付の人事異動（常勤）

退　　職
▶ R3.10.27

看護師 大野　雛衣

▶ R3.12.1

ボイラー技士 片岡　廣明

▶ R3.12.31

看護師 武吉　和加

看護師 小野智加歩

看護師 竹田江里花

令和3年度つくし病棟令和3年度つくし病棟

「成人・還暦を祝う会」「成人・還暦を祝う会」
保育士

廣瀬　沙矢香

　今年度は成人者 2 名、還暦者 2 名の利用者さん
を対象に「成人・還暦を祝う会」の式典を療育訓
練室にて実施しました。
　昨年度に引き続き感染対策を行い、病棟別での
実施に伴い二部形式での実施となり、式典後にゆっ
くりと参列者と語らう時間や写真撮影の場を設けるこ
とができず、とても残念でした。また、会場への参
列者を最小限の人数で行い、ご家族にも当院の別
室よりリモートで参加していただくなど、会場にて一緒

に参加していただくことができず、少し寂しくもありまし
た。しかし、式典中は普段と違う厳かな雰囲気に緊
張気味の利用者さんも、参列者からの祝辞等にて自
身のエピソードが紹介されると自然と笑顔が溢れてい
ました。
　最後には当院へ入所されてからの写真等で作成
した「思い出ムービー」を鑑賞し、さまざまな出来
事を思い返しながら心温まる式典となりました。

（6）



ほ　げ　い　船 2022年2月　発行　第84号

嗜好調査を実施しました嗜好調査を実施しました

栄養管理室だより

栄養管理室長代理
永野　由香里

　当院では、入院中の患者様においしく病院食を召し上がっていただくために嗜好調査（お食事についてのアンケート）
を定期的に実施しております。

　今回の調査は令和３年８月 30 日～９月１日、対象は一般病棟に入院された常食と妊産婦食をお召し上がりの患者様と
なっています。病院食で対応可能な範囲ではありますが今後も患者様のご要望にお応えできるよう努めてまいります。お
食事についてのご相談がありましたら管理栄養士までお知らせ下さい。

・量が丁度良い。
・いつも美味しいです。ご飯が楽しみです。
・ご飯やおかずが温かいのがありがたいです。
・入院生活では食べることが楽しみなので私にはとてもすば

らしかったです。大変でしょうがこれからも頑張って下さい
ね。ありがとうございました。

・朝食がパンに変更できてよかったです。

・おかずの量が多い。濃い味付けの方が食べやすい。
・視覚的に色がなく美味に見えない。料理の味が同じような

感じ。酢物は丁度よいときもあるが薄くて食べられない時
もある。魚が生臭い。

・ブロッコリー等の野菜類はもう少し生に近い方がよい。少
し煮過ぎているように思う。

・麺類がもう少し多くてもよいと思う。老人向きの食事で残
念でした。毎日煮物ばかりで飽きた。

ご意見（良い点） ご意見（改善してほしい点）
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感染管理室だより

感染管理室
河村　ひとみ

　当院は感染防止対策加算 1、感染防止対策地
域連携加算の施設基準を取得しています。施設基
準要件には、他の感染防止対策加算１に係る届出
を行っている保険医療機関と連携し、少なくとも年 1
回程度、当該加算に関して連携しているいずれか
の保険医療機関に相互に赴いて感染防止対策に関
する評価を行い、当該保険医療機関にその内容を
報告すること、また、少なくとも年 1 回程度、当該加
算に関連しているいずれかの保険医療機関より評価
を受けていることとなっています。
　高知県内では当院を含め 10 施設が加算１の施
設であり、この 10 施設が連携し相互評価を実施し
ています。例年では、1 施設に対して 2 施設が訪問
し、書類の確認、院内ラウンドにより評価しています。
昨年度からは新型コロナウイルス感染症対策として、
１施設に対して１施設のみの訪問とすることで訪問
人数を少なくし、訪問時間も例年より短縮するなど配
慮し開催しています。今年度は、Web による開催と
した県内の施設もありましたが、当院は感染流行の
落ち着いた時期に実際に訪問していただき実施する
ことができました。
　今年は、11 月13日に高知赤十字病院の ICT の

皆様に当院の評価を実施していただきました。当日
のスケジュールは 13 時から書類確認を行い、その
後現場視察を行いました。現場視察では主に新型
コロナウイルスの対策について重点的に確認してい
ただきました。また、ディスカッションの時間を設け、
各施設の「COVID-19 疑い患者の対応」や取り組
みについて報告し合い情報共有を行いました。新型
コロナウイルス感染症の流行に伴い、悩みながら手
探りで対策を行っていましたが、他施設の状況を教
えてもらい、実際に当院の状況を確認していただい
たうえでご意見をいただくことができ、大変参考になり
ました。また、外部の皆様からのご意見をいただくこ
とで、現場の職員や私たち ICTも刺激になりました。
現場視察でご指摘いただいた点については、すぐに
工夫し改善に取り組んでいます。すぐに改善が難し
い事項については、長期的な計画として検討を重ね
ています。
　今後も、病院相互評価を通して、訪問する側、
訪問を受ける側が共に高め合いながら、感染防止
対策のさらなる充実に向け取り組んでいきたいと思い
ます。

令和3年度 感染防止対策地域連携令和3年度 感染防止対策地域連携
病院相互評価の受審病院相互評価の受審
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ヒューマンエラーにはヒューマンエラーには
システムで対応システムで対応

医療安全管理室だより

医療安全管理係長
山本　三恵

　医療安全の目指すところは、「医療現場におけるエ
ラーを防ぎ事故を防止すること」です。人間は誰でも
間違えるという特性を持っています。しかし間違いは防
ぐことができます。そのために、間違いにくいシステム
を構築することが重要とされています。
　ヒューマンエラーとは人間側の要因と環境の要因か
ら引き起こされた人間の行動であり、その行動がある
許容範囲から外れたものと言われています。この人間
の行動とはどうやって起こされるのかというと、心理学
者コフカによると「人は自分の理解した世界（心理的
空間）に基づいて行動を決定している」と言われて
います。この考え方では、エラーを起こした本人は目
に見える物を見たいように見て判断し、それが正しい
と思って行動しているということです。
　先日、私は、交通事故を起こすところでした。交差
点で赤信号で止まっていたところ、なんとなく周りを見
回していたら、信号機が青になっているのを見て、発
進しなきゃと判断し、アクセルを踏みました。すると突然、
車が『ピー！！』と大きな音を発し、急ブレーキが自動的

にかかりました。一瞬何が起こったのかわかりませんで
した。ゆっくり考え、周りを見てみると、自分が見た信
号機は交差している車線の信号機だったのです。も
ちろん自分の車線の信号機は赤のままでした。自動ブ
レーキがかからなかったら、前の車に衝突するところで
した。車の性能に驚きと感謝を感じました。
　このように、日常でも、思い違いによる事故はたくさ
んあります。人間だから、思い違いをしてしまうのです。
その思い違いをしづらくする、もしくは、思い違いをし
ても事故につながらないような、システム作りが重要で
す。例えば、車の性能を向上する、交差側の信号
機の色を見えにくくするなどでしょう。
　医療現場における事故は、患者さんに与える不利
益はもちろんですが、事故を起こした職員もダメージを
受けます。そのため、できる限り事故を起こしにくくする、
もしくは、起こっても重大な事故になりにくくするなどの
取り組みが必要です。それには、事故の原因を調査し、
改善策の第一選択はシステムの見直しから検討するこ
とが大切です。

（8） （9）

原因は 何？
どうして
間違った？
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ウィルセレモニーを開催しましたウィルセレモニーを開催しました
令和3年10月29日（金）に令和3年10月29日（金）に

第59期生のウィルセレモニーが行われました。第59期生のウィルセレモニーが行われました。 看護学校
 水口　沙紀

●ウィルセレモニーに憧れがあり、行うことを楽しみにしていた。そのためにウィル委員に入り、セレモニーに向け
て練習や準備を進めていた。しかし、新型コロナウイルスの影響で縮小が余儀なくされ、家族や在校生など多
くの人々に見守られることはできず、本来の式典とは大きく異なる方法で行うことに残念な気持ちもありました。
しかし、先生たちのおかげで、自分達でナイチンゲールから灯火をもらい誓いの言葉を述べることができて本当
にうれしかった。私が一番難しかったのは、59 期生の誓いの言葉を決めることだった。全員で話すことの難しさや、
まとめることの大変さを知り、どうしたら全員で協力してできるかを考えて、良い誓いの言葉になるように働きか
けた。何度も何度も 59 期生で話し合いを重ね、全員で決めたからこそ、出来上がった誓いの言葉は私たちにピッ
タリのもので、この言葉を大切にしていこうと心から思うことができた。

●学校長の話していた「創造力」を大切にしたいと思った。教科書通りではない、患者さんに合わせた看護を考
えていきたい。

●受け持たせていただく患者さんに「今度、看護学生が実習に来るので、協力していただけませんか」と聞いてい
ることを初めて知り、たくさんの方に協力、応援していただいていることを知りました。59 期生の誓いの言葉に
あるように実習させていただけることに感謝し、自分の関わったすべての患者さんや家族との出会いを大切にし
たいと思った。

私たち59 期生は、看護の道を志すものとしてここに誓います。
命を重んじ、実習させて頂けることに感謝し、自己研鑽します。
一人の人間として患者さんと真摯に向き合い、互いを尊重す
る姿勢を大切にします。
患者さんの良き理解者となるように優しさと思いやりの心を
磨き続けます。
私たちは自己の心身の健康に気をつけながら、目的と根拠を
大切にし、安心感のある援助を行います。

ウィルセレモニーを終えての学生の感想の一部ウィルセレモニーを終えての学生の感想の一部

第 59 期生 誓いの言葉第 59 期生 誓いの言葉

（10）

2年生がコサージュを手作りし
てくれ、胸につけてくれました

ウィルセレモニー委員が
中心になって考えた装飾

式典終了後、3年
生からもエール
を頂きました

学校長、看護部長さんからお言葉をいただきました



ほ　げ　い　船 2022年2月　発行　第84号

地域医療連携室だより

　10 月から地域医療連携室に配置換えになりました
森本です。
　異動して間もない中で感じたことは、「地域に信頼
される病院になる」という病院の目標の最前線で実働
している部署であるということです。前方支援・後方
支援に関わる看護師、ソーシャルワーカー、事務それ
ぞれの対応が病院の評価につながるという自覚をもっ
て業務にあたる必要があると感じました。また、院外
連携をスムーズにするためには院内連携が重要である
と思いました。
　12 月はコロナ感染予防対策の対応レベルがさがり、
面会禁止から制限レベルに緩和したこともあり、今年
度はじめて連携病院への挨拶回りをさせていただきま

した。従来の訪問では事務と看護で行くことが多かっ
たようですが、今回の訪問は病院長、副院長、各診
療科医長にもそれぞれ同行していただき当院の強みを
紹介することができました。訪問させていただいた病
院からは幸いにも紹介したらすぐに受けてくれる、待た
される感じはないと仰っていただきました。その言葉に
甘んじることなく、迅速かつスムーズに紹介患者様を
受け入れられるように取り組んでいきたいと思います。
　まだまだ不慣れでご迷惑をお掛けすると思います
が、皆様のご支援をいただきながら、患者さまや連携
病院から国立にしてよかったと思っていただけるよう、
地域医療連携室の運営に邁進してまいります。

看護師長
森本　純子

高知病院地域連携等概況

（10） （11）

オープンシステム利用状況

紹介率・逆紹介率 救急搬送受診者数
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診 療 科 区分・診察室番号 月 火 水 木 金

内 科
午前

 １ 診 ⑫ 小松　直樹 井上　修志 篠原・竹内（隔　週）

 特別外来 ⑪ 松森（糖尿病） 岩原（血液） 松森（糖尿病） 岩原（内科） 松森（糖尿病）

午後  専門外来 化学物質過敏症（予約制）

神 経 内 科 ⑰ 不定期（院内案内板に掲示しています。お電話にてお問い合わせ下さい。）

呼 吸 器 内 科
アレルギー科

午前
 １ 診 ⑧ 岡野　義夫 竹内　栄治 畠山　暢生 竹内　栄治 門田　直樹

 ２ 診 ⑥・⑫ 國重　道大 近藤　圭大 町田　久典 畠山　暢生

午後  専門外来 禁　煙　外　来
14:00～15:30（予約制）

消 化 器 内 科 午前 ⑨ 林　　広茂 池田　敬洋 井上　修志 髙橋　　拓 池田　敬洋

循 環 器 内 科
午前 ⑦ 山﨑　隆志 西村　直己

伊藤　いづみ
（第2・4水曜）

山﨑　隆志

午後 ⑦
伊藤　いづみ

（第2・4水曜）受付16：00まで
ペースメーカー

（第2木曜）

リ ウ マ チ 科 ⑩ 松森　昭憲
（糖尿病も診察）

松森　昭憲
（糖尿病も診察）

小 児 科

午前

 １ 診 ① 大石　尚文 小倉　英郎 大石　尚文

 ２ 診 ② 佐藤　哲也 濱田　朋弥 佐藤　哲也 佐藤　哲也 高橋　芳夫

 ３ 診 ③ 井上　和男 澤井　孝典 小倉由紀子 井上　和男

午後
 専門外来

慢性疾患
アレルギー

神経・アレルギー
循環器（第2火曜 医大循環器）

乳児健診
アレルギー

NICU フォローアップ
慢性疾患
乳児健診

 予防接種 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制）

外 科
消 化 器 外 科
小 児 外 科

午前 ⑤・⑥ 東島　　潤 福山　充俊
（クーポンがん検診）

山㟢　誠司 江藤　祥平
（クーポンがん検診）

金本　真美
（肝臓･胆道･膵臓外来）

午後  専門外来 福山　充俊
（乳腺外来）

江藤　祥平

呼 吸 器 外 科 午前
⑧ 先山　正二 先山　正二 先山　正二（予約制）

⑦ 日野　弘之
診察開始 9:30～

日野　弘之

乳 腺 科
午前 ⑤ 本田　純子

（クーポンがん検診）
本田　純子

（クーポンがん検診）

午後 ⑧ 本田　純子
受付15：30まで（クーポンがん検診）

本田　純子
受付15：30まで（クーポンがん検診）

整 形 外 科
午前

① 福田　昇司（予約制） 善成　晴彦 福田　昇司 合田有一郎

② 善成　晴彦

午後 ② 骨粗鬆症
13:00～15:00（予約制）

田村　竜也
（予約制）

脳 神 経 外 科
午前  １ 診 ⑧

非常勤 
診察時間 9:00～11:00（予約制）
予約外の方はお問い合わせ下さい

午後 非常勤 受付16：00まで

皮 膚 科 午前 ⑬ 高橋　　綾 中島　里穂 高橋　　綾 中島　里穂 高橋　　綾

泌 尿 器 科
午前

 １ 診 ⑨ 島本　　力
診察開始 9：00～

葺石　陽亮
診察開始 9：00～

医大医師
診察開始 9：00～

島本　　力
診察開始 9：00～

 ２ 診 ⑦ 葺石　陽亮
診察開始 10：00～

午後 葺石　陽亮 医大医師

産 科
午前 �

滝川  稚也 滝川  稚也 甲斐　由佳 木下　宏実 青木　秀憲

１ヶ月検診

午後 青木　秀憲

婦 人 科
午前

� 木下　宏実 甲斐　由佳 木下　宏実 滝川　稚也 甲斐　由佳

クーポンがん検診 クーポンがん検診 クーポンがん検診 クーポンがん検診 クーポンがん検診

午後 思春期外来（予約制）

眼 科 午前 � 戸田　祐子 戸田　祐子 戸田　祐子 戸田　祐子 戸田　祐子

耳 鼻 咽 喉 科 午前 ⑯ 中野 ･武田 中野 ･武田 中野 ･武田 中野 ･武田 中野 ･武田

放 射 線 科 塩田　博文 塩田　博文 塩田　博文 塩田　博文 塩田　博文

外来診療担当医表
■受付時間　8：00〜11：00
■休診日 土曜・日曜・祝日・12月29日〜１月３日

高知病院
〒780-8077　高知県高知市朝倉西町１丁目２番25号
TEL（088）844-3111　FAX（088）843-6385
http://www.kochihp.com国立病院機構の

シンボルマーク
高知病院の

シンボルマーク

（令和4年1月4日現在）

※　市町村発行のクーポン券を利用される乳がん検診は､ 平日 外科外来／乳腺科外来にて行っています｡ 診察も希望される場合は事前に外来までお問い合わせください。
※　当日の受付は午前11：00までとなっております。
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